


入場は無料ですが、見終わった後に心が元気になった「感動」を
表現者に「還元（光子photon)」したいので、是非お帰りの際、

自分で思う料金を「フォトンつぼ」に入れて下さい。

多数派の認知社会と少数派の認知社会。
マジョリティとマイノリティ。
この目に見えない分厚い「壁」を
取り除くことが出来るか。

新しい仕組みとして「当たり前」を変えていく。
「属性」という鎧を脱ぐと、生まれたての自分に気づく。

それは、心身の違い、でこぼこ、弱み強みがそれは、心身の違い、でこぼこ、弱み強みが
表面化するということ。

そんな、属性関係なしのアート展覧会。
島根大学生がキュレーションし、
教習所という場所での展覧会。

見る側も、色眼鏡、偏見の帽子、差別ジャケットを
すべて脱ぎ捨てて、ありのままの自分で
作品たちに向き合ってみて下さい。作品たちに向き合ってみて下さい。
きっとあなたの心が元気になります。
生きる勇気が湧いてきます。

明日からがんばろうという気持ちになります。
そんな展覧会を考えています。
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